
          

「自ら考え行動する、思いやりのある生徒の育成」～考動と幸動～ 

先週から学校は通常再開となり、ようやく委員会活動などの授業以外の活動も始まり

ました。しかし、臨時休業期間中に失われたものを取り戻すために、様々な教育活動の

変更を余儀なくされています。改めて今年度の方針についてお知らせいたします。 

重点的に取り組む課題は、以下の２点としました。 

１「社会に出て活躍できる資質・能力の育成」 

中学校では来年度から新学習指導要領が導入されます。今回の改定は、未来を生き抜

くために必要な資質・能力を向上させることを目的としています。 

「育成すべき資質･能力の三つの柱」（新学習指導要領）  

 ・生きて働く知識･技能の習得 

 ・未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等の育成 

 ・学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性等の涵養 

学校で身に付けた学力を社会に出て活躍できる「資質・能力」に高めていくことが求

められています。 

生徒が「今やっていることは、社会とどのようにつながっているのか」を考え、  

将来や社会を意識しながら学べるようにしていきたいと考えています。 

 

２「不登校生を生まない学校づくり」 

今年度は、新たな不登校を生まないために、「未然防止」と「初期対応」に力を入れ

て取り組んでいきます。不登校生徒を生まない学校は、いじめや仲間外れのない学校で

もあります。誰にとっても居心地の良い学校を目指していきます。  

・誰も一人にしない教室づくり 

・ユニバーサルデザインの学習環境づくり 

・「わかった」「できた」の実感のある授業 

・アンケートの活用  などを中心に取組を進めていきます。 

既に不登校傾向のある生徒に対しては、今年度も引き続き、校内適応教室（第２相談

室）の活用の他、多様な登校の仕方、多様な学習の仕方を支援していきます。 

また、職員が情報を交流し合い、互いに連携することで、一人ひとりに応じた適切な

支援ができるようにしていきます。 

その他の取組 

＜キャリア教育＞ 

 今年度は、地域行事がほとんど中止となり、当初予定していた生徒たちが地域（社会）

で大人の人と関わり、学校で学んだことを社会で生かす体験はできなくなりました。 

 先生以外の大人（ゲストティーチャー）からの学びは、学校運営協議会の協力も得な

がら、２年生で２学期後半に実施できるように計画しています。 

 

＜時間割の編成＞ 

・基本的には、今まで通り１単位時間を５０分とし、１日６時間、 

週３０時間の授業を行います。 

・不定期で１単位時間を４５分として、７時間授業を行う日を設けます。 

・行事とその取組に係る時間、学活、総合の時間等を教科の授業に振り替えます。 

 

＜英語教育＞ 昨年度に続き、今年度も英語教育の充実を図ります。 

・１．２年生の英語の授業を新学習システム（クラスを半分に分けた少人数学習）で行

います。 

・３年生においては、英語を基礎から学び直したいと考えている生徒を対象に、放課後

に「英語基礎講座」を開設します。入試に向けて基礎から学び直す機会をつくります。 

・校内で英語検定を実施します。第１回は新型コロナウイルス感染症拡大により中止さ

れました。第２回は１０月頃の予定です。日程が決まり次第お知らせします。 

 （サポート隊にボランティア協力をお願いしています。） 

 

 

サポート隊情報交換会から＜熱中症対策について＞ 

＜保護者から＞ 

・夏休みが短く暑い中の登校になる。体操服登校を許可していただきたい。 

また、日傘も対策として考えていただきたい。 

・熱中症が一番気になる。日傘の使用は認められているのか。 

・中学校生活に慣れていない中で暑い季節を迎える。体力差や体調管理が気になる。 

・マスク着用で、これからもっと暑くなると熱中症にならないか心配。 

・中国ではマスク着用でランニングした生徒が死亡した。体育はどのような方針か。  

 

＜学校から＞ 

・熱中症対策として必要であれば日傘の使用を認めます。使用は登下校時に限ります。  

・最も暑い時季（７月後半から８月）の体操服登校を検討しています。  

・登下校時や体育、部活動の時間は、自分の判断でマスクを外しても構いません。 

・放課後の部活動で飲み物がなくなることがよくあります。十分な飲み物を用意してく  

ださい。午前中なら購買部が開いています。スポーツドリンクやお茶を購入できます。 

・部活動では３０分に１回強制給水を行っています。 

・体育館に複数台のスポットクーラーを設置する予定です。 
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